
 

東北ハイテク研究会セミナー 

新潟県産小麦を活用した商品開発の現状と期待 
 
 

Ⅰ 趣 旨 

現在、新潟県では小麦品種「ゆきちから」や「夏黄金」などが栽培され、生産者、加工業者が

連携し、パンや菓子、ケーキなどで商品化の取り組みが始まっております。そこで、小麦の生産

から商品化までの活動をさらに発展させるため、品種・栽培、加工、商品開発について話題提供

をしていただき、新潟県産小麦の素晴らしさと可能性を多くの方々に知っていただきたいと思い

本セミナーを企画いたしました。 

 

Ⅱ 日 時 ： 令和６年１月２９日（月） 13:00～16:00 
 
Ⅲ 場 所 ： 新潟ユニゾンプラザ 中研修室（5階）  

所在地：新潟市中央区上所 2丁目 2番 2号 
地図は同プラザの URLでご確認ください。https://www.unisonplaza.jp/access/ 

               ※今回は、会場のみでの開催となります。 

 
Ⅳ 主 催 ： 農林水産省 農林水産技術会議事務局 研究推進課産学連携室 
       公益社団法人 農林水産・食品産業技術振興協会（JATAFF） 

東北地域農林水産・食品ハイテク研究会 

 
Ⅴ 内 容 

１．あいさつ 13：00 

農林水産省産学連携支援コーディネーター（東北ハイテク研究会）        星野 次汪 

 

２．セミナー開催 13：10～ 

司 会 ・・・・・・・農研機構 中日本農業研究センター上越研究拠点 

水田利用研究領域 島崎 由美 氏 

１）新潟県における小麦の振興（13：10～13：20） 

・・・・・・・・・ 新潟県 農林水産部 農産園芸課 技師 渡邉 大輝 氏 

２）パン用小麦「夏黄金」の開発（13：20～13：35） 

           ・・・農研機構 東北農業研究センター 畑作園芸研究領域 池永 幸子 氏 

３）新潟県で栽培されている小麦品種の栽培特性（13：35～13：55） 

         ・・・・・・・・新潟県農業総合研究所作物研究センター 川上 修  氏 

４）新潟県産小麦の商品開発の現状と期待（13：55～14：40） 

・・・・・・・・・・･・・丸榮製粉株式会社 代表取締役 佐藤 久栄 氏 

・・・・・・・・・・・・・・･・・ Bakery ＭＡＡ 代表 佐藤 正之 氏 

・・・・・・・・ マルエイファーム株式会社 代表取締役 大谷 勝男 氏 

・・・・・・・・ブランジェリー ラ・ターブル オーナー 佐藤 哲栄 氏 

～意見交換会～ 

 

 

＊＊＊＊＊小麦・大麦開発商品の試食会（14：40～15：00）＊＊＊＊＊＊ 

 

https://www.unisonplaza.jp/


５）商品開発の取り組み（15:00～15：30） 

（1）岩手県におけるもち小麦「もち姫」の取り組み（15:00～15：15） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 東北ハイテク研究会 星野 次汪 

（2）食用及び醸造用大麦の商品開発の取り組み（15：15～15：30） 

・・・農研機構 中日本農業研究センター上越研究拠点 

水田利用研究領域 長嶺  敬 氏 

 

３．情報交換会 15：30～15：50 

 

４. 閉 会 16:00 

 

 

Ⅵ 参集範囲 ： 新潟県産小麦の栽培や商品化に関心のある企業、個人、団体など 

        （定員：50名） 

 

Ⅶ 参加申込等 

  参加をご希望の方は、メール本文へ下記事項をご記入のうえお申込み願います。 

・会社名 ・氏名 ・連絡先（電話番号またはメールアドレス） 

（件名は、「1.29セミナー参加申込み」等でお願いいたします。） 

  申込み〆切 令和 6年 1月 23日 

 

※電話・FAXの場合も同様にお願いいたします。 

    

参加申し込み先 ： 東北地域農林水産･食品ハイテク研究会（事務局：藤井） 

                   TEL ： 080-2806-9926  FAX : 019-641-7794 

                    E-mail ： tohoku-hightech@kej.biglobe.ne.jp 

 

  ご参加の方は、インフルエンザ等の感染防止対策へご協力をお願いいたします。 

 

 

「本セミナーは、農林水産省が実施する「知」の集積による産学連携支援事業により行われます。」 


